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イノベーション牽引エンジンの変化
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イノベーション・パイプライン・ネットワーク（非線形・確率的性格）

出典：柘植綾夫、イノベーター日本、オーム社刊
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大学・研究開発法人・産業の三位一体的連携強化を

出典：柘植綾夫、イノベーター日本、オーム社刊
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フロー＆インターフェイスの
制度的強化が必要



世界をリードするイノベーション
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世界をリードするイノベーション人材像

日本はＴｙｐｅ-Σ人材育成のメカニズムが脆弱！
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イノベーションパイプラインネットワークを構成する人材像

出典：柘植綾夫、イノベーター日本、オーム社刊
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日本の特色を活かした持続可能な
 イノベーション牽引エンジンの基本戦略

産業群

（研究開発・イノベーション）
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研究開発法人群

（研究・イノベーション）

教育・科学技術・イノベーション一体推進政策
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